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　メチルクロロホルムの分解度：試験成績報告書

試験期間　　昭和54年1月11日～昭和54年5月10日

試料名　メチルク・・ホルム（1，1，1一トリ如ルエタン）

　　　　　　　　　　　　　　　（碍斗塩　 K－2〔1）

分子式　C2H3C13
構　造　式

　　　　　　　　　c巳　H
　　　　　　　　　　l　I
　　　　　　　C¢一。－c－H
　　　　　　　　　　I　l
　　　　　　　　　C且　H

　　性　状　　外　観　無色週明な液体　分子量　155

　　　　　　沸点74℃比重1．5イ1
　　　　　　溶解性　n一ヘキサン　アセトニトリルに可溶

　　　　　　水に20℃で巳44％（W／W）可溶

試験方法及び条件

撒瀞一一一甥一・・る

　試料濃度　て00pわm　汚泥濃度　50ppm

　試験期間　2週間

五百

義2

55

　試験装置

　　酸素消費量自動測定機（掴鮒物質用クー・メーター鯛）

　酸素消費量測定

　　51の記録による

　生分解試験後の直接定量法

　　　ガスクロマトグラフ　検出器　FID

　　　　　　　　陣r蕨一周

　　　　　　　　　　　。冷却

　　　　　　　　　　　←nプヘキサン　イ00m1

　　　　　　　　　　　・抽出
　　　　　　一一’『｝＝こユ
　　　　医二割　巨コ、キー頭1
　　　　　　　　　　　　　　　匝一

　　　　　　　　　　　　　嘩麺1

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器　FID

　　　キャリアガス　N2

　　　充てん剤　f5多TCP／クロモソルブW

　　　ステンレスカラム　5m皿φx2血

　　　カラム温度　8［〕℃

（司　使用分析機器

㈲　分析試料の筋虹理

（C〉分析条件



4　試験結果

瞬三綱『「

　　試料の採敢

　　　比重を考慮し、25μ1採取した。

　　　（25μ1×憾11＝3α2㎎相当）

　　　　クーロメーターヘのセット状況
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7日目のアニリンの分解度　79‘1　う




